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北朝鮮との
『平和共存』は可能か

朝鮮半島情勢を展望するとき、米朝関係の展開がその行方を大きく左右しよう。しかしながらトラ

ンプ政権一期目の米朝関係とは異なり、二期目では「北朝鮮の非核化」を重要な交渉アジェンダ

とすることは考えにくい。北朝鮮はすでに核保有国となったことを自認し、米国も昨年11月に発表

の『国家安全保障戦略（NSS）』では「北朝鮮の非核化」に触れなかった。北朝鮮の非核化とい

う目標から、かなり後退してしまっているのが現状だ。北朝鮮の核をめぐる問題とは、突き詰めれ

ば米朝の信頼関係の構築如何にかかってくる。本シンポジウムでは、朝鮮半島をめぐる安全保障環

境について周辺国それぞれの視点も交えながら、北朝鮮との「平和共存」は可能なのか考える。
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